


児童の実態
指示されたことは前向きに取り組む

よりよいものを目指し進んで取り組む意欲や実践力に課題

自己肯定感を高める

自己の課題に気付き、課題解決に向けて主体的に
取り組む意欲と実践力の育成

PBSを基盤に

目 標





全教職員と
高学年の児童が
関わる仕組み



具体的な取組の流れ

①

•

②



具体的な取組の流れ

③

④

⑤



望ましい行動を繰り返しやすくする工夫

児童の頑張りを視覚化

•

•

教師の称賛や承認のスキルアップ

•

評価を個人レベルで展開

•
•



PBS推進チームとPBSコンサ
ルタントで、取組の方向性
について協議、共有をする。

実践事例① ９月目標
「気持ちの良いあいさつをしよう」

望ましい行動を引き出す工夫

• 児童によるモデリング動画

の作成と呼びかけ

• 児童朝会で取組内容を共有

• 「あいさつデー」（火・

木）に異学年グループのな

かよし班（既存の取組）に

よるあいさつ運動

• 自己評価基準の視覚化



実践事例①

・あいさつの声が大きくなったり、

進んであいさつするようになったりした。

・あいさつの返ってくる割合が増えた。

実施前：約７割→実施後：約９割以上

・全員があいさつデーに参加する機会を設けることで、

児童があいさつを交わすことのよさを実感していた。

・あいさつデーに自主的に参加する児童の姿が見られた。

【望ましい行動】
気持ちの良いあいさつをしよう

児童の変容
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あいさつを返してくれた児童の割合



実践事例①

成功のポイント

繰り返しやすくする工夫

児童を主体とした取組への働きかけが、目標

の意識化と実践意欲に繋がった。

個別評価の仕組みにより、個人の頑張りが視

覚化され、意欲が高まった。

教職員が個別に児童を褒める機会が増え、

児童の自信に繋がった。

取組についてチームで話し合い、全教職員が

意義を共有し、協力して取り組んだ。

【望ましい行動】
気持ちの良いあいさつをしよう

各学年で振り返り、代表委員会で
継続方法を話し合い、朝会で共有



｢ふわふわ言葉を使おう｣について代表委員会で振り返り
をすると、ふわふわ言葉を増やす取組がもっとできたら
いいという意見が出る。
⇒「ありがとう」に絞って個人評価カード（レベルアップ）
を用いて継続に。

実践事例②



児童から、あい
さつ運動継続の
要望があがる。

月2回のあいさつデーに、な
かよし班＋あいさつボラン
ティアによるあいさつ運動
を３月まで実施へ

実践②
ふわふわ言葉をつかおう

実践①
気持ちの良いあいさつをしよう

取組の継続化

児童からふわふわ言葉
を増やす取組が、もっ
とできたらいいという
意見が出た。

児童の主体的に取り組む意欲を引き出すことができた



成果と課題

•具体的な取組内容に、低・中・高学年の実態を反映させることができた。

•チームで取組内容について検討や準備をするようになり、内容の充実や推進リーダーの負担軽減につな

がった。

•推進チームの教員だけでなく、各月の担当委員会の教員もともに企画・準備に取り組むようになった。

•取組に児童の意見を反映させることができた。

•全教職員が自分事として直接的に実践に取り組むことができた。自主的に教育活動にPBSを取り入れる

様子も見られた。

•定期的に開かれる代表委員会と連携させたことで、目標への取組のサイクルができた。

•代表委員会での振り返りやフィードバックにより、全校で取組に対する共通認識を図ることができた。



成 果

・月目標にマトリクスの行動目標を取り入れたことで、目標が絞られ、学校全体で取り組みや

すくなった。

・月目標以外でも、自分たちの生活課題に対し、PBSを基盤とした取組が各委員会で実践され、

活動の活性化につながった。

・委員会活動と連動させることで、取組方法を児童が考えたり準備したりするようになり、自

分たちの課題として自主的に取り組もうとする意欲や実践力が高まった。（振り返りの時に、

引き続き取り組みたいという意見が出されるようになった。）

・代表委員会を中心とした毎月の取組の流れが定着し、児童主体の振り返りやフィードバック

が行えるようになった。



成 果

・教員が標的行動について継続的、意識的に褒めるようになり、児童の意欲と

自己肯定感を高めることにつながった。

・ＰＢＳコーナーを全校児童がよく通る玄関フロアーに設置し、月目標への取

組状況がわかるように掲示することで、取組への意識を継続させることがで

きた。

・各月の目標への取組により、児童の望ましい行動が増えた。

・振り返りの際には、取組の継続や方法への要望が児童から出されるようにな

り、学校を自分たちでよくしていこうとする姿勢が見られるようになった。



・持続可能なPBSを目指した仕組みを次年度以降も継続し、定着させること

【方策】組織体制（チーム）の継続

・取組への意欲の持続と児童主体の取組へ移行していくこと

【方策】マトリクスの児童による見直し・改善、継続策のアイデア募集

なかよし班活動との更なる連動

・各取組の継続化

【方策】各教育活動との連動

（人権教育・生徒指導等）



ご清聴ありがとうございました。

方上小学校 SWPBS 実践報告


